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以上（正常群）、Ccr60－89 mL/min（軽度低下群）、Ccr59 mL/min 以下（中等度以下低下群）に分類
した。 
＜研究結果＞腎機能が中等度以下低下群では10例中8例にGrade3以上の白血球減少が認められたの
に対し、軽度低下群では 8例中 2例、正常群では 5例中 1例であった。白血球、好中球およびの血小
板、ヘモグロビンの最低値の平均値は、正常群ではそれぞれ 4,860/mm3、3,334/ mm3、168,200/ mm3
および 9.78g/dL、軽度低下群では 1,600/ mm3、1,095/ mm3、94,250/ mm3、および 8.63g/dLで 中等
度以下低下群では 1,300/ mm3、586/ mm3、103,000/ mm3、および 8.54g/dL であった。軽度・中等度
以上に腎機能が低下した患者では、白血球および好中球が有意に低下することが認められた。 
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